
女性創業交流セミナー 【岡山県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 728 千円

交付金額 546 千円

事業番号 ⑥

日本政策金融公庫総合研究所「2025年度新規開業実態調査」によると、開業者に占
める女性の割合は25.7％と過去最高を更新しており、女性の創業は着実に増えている
ことがわかる。

しかしながら、女性の場合、出産・育児・介護などのライフイベントの影響を受け、意欲
があっても創業に至らない、または創業後の事業継続が難しくなる場合が少なくないと
考えられる。

こうしたことから、女性起業家向けの支援メニューの充実を図り、孤立しがちな女性起
業家の事業運営を継続的に支援していく必要がある。

現役女性起業家を講師として迎え、創業段階に応じた女性創業支援セミナーを年間２
回実施した。

創業前の女性を対象とした「初級編」では、女性起業家の体験談を中心としたトークセ
ッションや、参加者が自身の働き方やキャリアを考えるグループワークを実施した。

創業後の女性起業家を対象とした「中級編」では、講義やグループワークでの意見交
換を通じて、事業を継続・成長させるための考え方など、実践的な内容を学んだ。

創業者応援団（岡山県産業振興財団、岡山県商工会議所連合会、岡山県商工会連合
会、岡山県中小企業団体中央会、中国地域ニュービジネス協議会、岡山リサーチパーク
インキュベーションセンター、岡山市、倉敷市、笠岡市、真庭市、津山氏、岡山県信用保
証協会、日本政策金融公庫岡山支店、岡山県、岡山県立図書館）、岡山県男女共同参
画推進センター（ウィズセンター）

女性創業支援セミナーは参加者から高い評価を得ているものの、創業をまだ具体的に
検討していない方々への周知は十分とは言えず、認知度の向上が今後の課題となってい
る。特に、セミナーの存在や内容を幅広く伝えるための広報の強化が必要となる。

また、参加者からは継続的に学びたいという声が多いことから、単発のセミナーに加え、
テーマ別講座やフォローアップ支援、参加者同士の交流機会の提供など、創業段階に応
じた切れ目のない支援を引き続き実施していく必要がある。

女性起業家の体験談などを通じて、起業への理解を深めるとともに、不安の軽減にも
つながった。また、新たな視点や今後の事業展開に向けたヒントを得る機会となった。
 さらに、創業段階や事業分野の異なる参加者同士の交流を通じて、新たな気づきが得ら
れるなど、女性の創業機運の醸成や事業の継続・成長につながる貴重な機会となった。

【目的】
女性の創業機運の醸成及び創業後の事業継続・成長を支援することを目的とする。
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事業の概要

岡山県女性創業支援セミナー

現役女性起業家を講師として迎え、創業段階に応じた
女性創業支援セミナーを年間２回実施した。

創業前の女性を対象とした「初級編」では、女性起業家
の体験談を中心としたトークセッションや、参加者が自身
の働き方やキャリアを考えるグループワークを実施した。
参加者は、様々な起業スタイルに触れることで起業への
理解を深めるとともに、不安の軽減にもつながった。

創業後の女性起業家を対象とした「中級編」では、講義
やグループワークでの意見交換を通じて、事業を継続・
成長させるための考え方など、実践的な内容を学んだ。
新たな視点や今後の事業展開に向けたヒントを得る貴重
な機会となった。

＜実績＞
・セミナー受講者数 ３３人（初級編１８名、中級編１５名）
・「初級編」参加者のうち創業に至った人数の割合 １７％以上
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